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予算構成と主な施策

一般会計は439億6,000万円

堅
実
な
生
活
重
視
の
予
算
編
成

　
三
月
定
例
市
議
会
は
二
月
二
十
八
日
側
に
開
会
。
三
月
二
十
八
日
㈲
ま
で
の
二
十
九
日
間
の

会
期
で
、
六
年
度
の
当
初
予
算
案
な
ど
を
審
議
し
て
い
ま
す
。
池
本
市
長
は
初
日
、
六
年
度
予

算
の
編
成
方
針
を
は
じ
め
と
し
た
施
政
方
針
を
表
明
。
ふ
る
さ
と
宇
治
の
発
展
の
た
め
に
全
力

を
尽
く
す
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　
当
初
予
算
案
は
、
一
般
会
計
が
四
百
三
十
九
億
六
千
万
円
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ

せ
た
総
予
算
額
は
七
百
三
十
二
億
九
千
八
百
四
十
六
万
円
で
す
（
二
・
三
面
に
予
算
の
概
要
を

掲
載
）
。

　
生
活
基
盤
を
整
備
し

　
高
齢
者
福
祉
を
充
実

　
二
月
二
十
八
日
回
の
三
月
定

例
市
議
会
で
、
池
本
市
長
は
、

平
匹
〈
年
度
の
施
政
方
針
を
述

べ
、
基
本
姿
勢
や
基
本
政
策
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
総

額
七
百
三
十
二
億
九
千
八
百
四

土
八
万
五
千
円
の
新
年
度
予
算

案
の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
　
一
般
会
計
予
算
総
額
は
四
百

三
十
九
億
六
千
万
円
で
、
前
年

度
比
三
・
三
％
の
伸
び
。
景
気

低
迷
の
影
響
で
市
税
の
伸
び
が

見
込
め
な
い
な
ど
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、建設工事の進む宇治市植物公園（３月１日）。市では

これからも潤いのあるまちづくりを進めていきます

基
金
や
地
方
債
を
活
用
す
る
こ

と
で
財
源
を
確
保
し
、
都
市
・

生
活
基
盤
の
整
備
や
高
齢
者
福

祉
の
充
実
な
ど
に
重
点
的
に
配

分
し
て
い
ま
す
。

　
事
務
経
費
を
削
減

　
景
気
浮
揚
策
も

　
第
二
次
実
施
計
画
の
初
年
度

に
当
た
る
六
年
度
予
算
で
は
、

厳
し
い
財
政
事
情
を
受
け
、
事

務
経
費
を
約
一
〇
％
削
減
。
そ

の
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
の
改

築
、
温
泉
の
泉
源
開
発
、
植
物

公
園
の
建
設
な
ど
の
公
約
事
業

や
、
下
水
道
・
道
路
な
ど
の
都

市
基
盤
整
備
を
積
極
的
に
計
上

し
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
公

共
投
資
に
加
え
、
中
小
企
業
へ

の
融
資
制
度
を
拡
充
す
る
ほ
か
、

新
規
に
勤
労
者
へ
の
生
活
支
援

策
な
ど
を
盛
り
込
み
、
景
気
浮

揚
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
福
祉
関
連
で
は
、
昨
年
国
か

ら
認
め
ら
れ
た
地
方
分
権
特
例

制
度
夕
活
用
し
、
小
倉
小
学
校

の
空
き
教
室
を
デ
ィ
ー
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
整
備
す
る

ほ
か
、
高
齢
者
住
宅
改
造
補
助

事
業
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

な
ど
、
高
齢
者
福
祉
に
重
点
を

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

と
し
て
は
、
㈹
源
氏
物
語
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
基
本
設
計
や
、
源

氏
物
語
散
策
の
道
、
大
古
山
公

園
の
整
備
な
ど
を
実
施
。
こ
の

ほ
か
、
㈹
南
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
京
阪
宇

治
駅
前
広
場
の
整
備
、
近
鉄
伊

勢
田
駅
の
地
下
駅
舎
化
な
ど
の

大
型
事
業
に
も
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

予
算
特
別
委
で
集
中
審
議

　
市
議
会
で
は
、
各
予
算
案
な

ど
を
審
議
す
る
た
め
、
三
月
二

日
出
に
予
算
特
別
委
員
公
一
（
十

八
人
）
を
設
置
。
委
員
長
に
秋
月

賢
治
議
員
、
副
委
員
長
に
正
木

久
雄
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
三
月
二
十
四

日
出
ま
で
開
か
れ
、
集
中
的
に

審
議
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
議
は
十
一
日
出

と
二
十
八
日
囲
に
開
か
れ
、
予

算
案
や
条
例
の
制
定
・
一
部
改

正
な
ど
を
審
議
し
、
議
決
す
る

予
定
で
す
。

町内（自治）会を通じてお手元に

6年度版

『市民ｶﾚﾝﾀﾞｰ

と手びき』

を発行

　
市
で
は
、
六
年
度
版
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

と
手
び
き
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ａ

４
判
三
十
四
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
刷
り
の
冊
子

で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
各
月
に
は
行
事
予
定
や

税
の
納
期
、
手
び
き
に
は
保
健
予
防
の
年
間

日
程
や
各
種
相
談
あ
ん
な
い
、
市
内
の
主
な

官
公
署
一
覧
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
は
、
各

町
内
（
自
治
）
会
長
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
今
月
中
に
は
各
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る

予
定
で
す
。

　
町
内
（
自
治
）
会
に
加
入
し
て
い
な
い
ご

家
庭
は
。
広
報
課
（
内
線
2
0
7
0
）
へ
電

話
か
来
庁
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
と
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
槙
島
管
理
事
務
所

に
も
置
き
ま
す
の
で
、
各
窓
口
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
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私
が
第
十
二
代
市
長
と
し
て

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

引
き
続
き
全
力
で
市
政
の
推
進

に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
重
点
的
、
効
率
的
な

　
予
算
に

　
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
っ
て
、

本
市
に
お
い
て
も
税
収
入
の
伸

び
は
期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
環
境
の

下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
経
済
状

……

,ﾃﾞ

ﾆ……

,">,

　l..‥..ら:
　/……ぐ1j゛二ｸ＼

で

SJ

と

況
の
不
測
の
事
態
に
備
え
て
市

長
就
任
以
来
積
み
立
て
て
き
た

各
種
基
金
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
行
政
水
準
か
底
下
さ

せ
る
こ
と
な
く
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
要
望
に
積
極
的
に
お
こ
た

と
に
し
て
い
ま
す
。

七
つ
の
基
本
政
策
を

推
進

　
さ
て
、
今
日
、
地
方
分
権
の

潮
流
の
も
と
。
地
方
公
共
団
体

運
営
に
当
た
り
、
三
つ
の
基
本

姿
勢
で
あ
る

　
「
京
都
府
と
協
調
し
、
南
部
中

核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
と

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
健

康
家
族
と
市
民
文
化
に
支
え
ら

ふ
る
さ
と
宇
治
の

発
展
に
全
力
を

　
ま
た
、
本
市
は
昨
年
、
地
方

分
権
特
例
制
度
に
よ
る
パ
イ
ロ

ッ
ト
自
治
体
と
し
て
国
か
ら
指

定
を
受
け
、
小
・
中
学
校
の
空

き
教
室
を
老
人
福
祉
施
設
に
転

用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
本
年
度
は
こ
の
制
度
夕
活

用
し
て
、
小
倉
小
学
校
に
老
人

福
祉
施
設
な
ど
を
設
置
す
る
こ

核
都
市
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上

に
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る

中
、
市
民
生
活
の
安
定
と
福
祉

の
向
上
は
も
と
よ
り
、
長
期
的

か
つ
広
い
視
野
に
立
ち
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
施
策
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
そ
の
意
味
か
ら
、
私
は
市
政

歩
む
市
民
自
治
」

を
さ
ら
に
確
実
な
も
の
に
し
、

次
の
七
つ
の
基
本
政
策
に
基
づ

い
た
諸
施
策
を
決
断
と
実
行
力

を
も
っ
て
、
強
力
に
遂
行
し
て

い
き
ま
す
（
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
は
、
二
・
三
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
）
。

①
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ

②
明
日
に
向
か
ラ
教
育
の
充
実

　
と
歴
史
に
か
お
る
文
化
の
創

　
造

③
長
寿
社
心
一
に
対
応
し
た
健
康

　
で
生
き
が
い
の
あ
る
市
民
生

　
活

④
新
し
い
観
光
資
源
開
発
と
お

　
茶
な
ど
の
地
域
産
業
の
振
興

⑤
健
康
を
は
ぐ
く
み
、
余
暇
を

　
充
実
さ
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ

　
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

⑥
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

　
人
間
性
豊
か
な
地
域
社
会
の

　
形
成

⑦
市
民
の
知
恵
と
活
力
を
生
か

　
し
、
清
潔
で
む
だ
の
な
い
市

　
政

　
こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
宇

治
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め
、

こ
の
基
本
政
策
に
基
。
つ
い
た
施

策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

6年度当初予算案

総額732億9,846万円を計上

施政方針

(要旨)
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平
成
六
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
四
百

三
十
九
億
六
千
万
円
。
京
都
府
南
部
の
中
核
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
、
活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
七
つ
の
基
本
政
策
（
下
段
の
囲
み
に

掲
載
）
を
柱
と
す
る
事
業
に
、
積
極
的
・
効
率
的
に

配
分
し
て
い
ま
す
。

　地方譲与税

11億2,000万円(2.5％)

平成6年度予算案についてお知らせします

　
平
成
六
年
度
予
算
案
の
主
な
施
策
と

予
算
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
の
予

算
は
、
一
般
の
行
政
運
営
に
必
要
な
経

費
を
計
上
す
る
一
般
会
計
戸
特
定
の
事

業
を
行
う
場
合
別
に
経
理
す
る
特
別
会

計
と
、
水
道
企
業
会
計
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
。

七
百
三
十
二
億
九
千
八
百
四
十
六
万
五

千
円
（
前
年
度
か
ら
四
・
八
％
増
）
で
す
。

平成６年度予算規模

会　　計　　名 平成６年度
当初予算額

平成５年度
当初予算額

伸び率減

一　　般　　会　　計･43,960,00042,562,940 3.3

交通災害共済事業 43;900 43,800 0.2

国民健康保険事業 7,347,205 7,034,270 4.4

公共下水道事業 5,855,203 5,435,052 7.7

住宅新築資金等貸付事業 44,200 41,500 6.5

老　人　保　健　事　業10,757,90010,073,200 6.8

簡　易　水　道　事　業 18,313 20,200 △9.3

火　災　共　済　事　業 16,700 16,800 △0.6

墓　地　公　園　事　業 411,910 493,932 △16.6

公共用地先行取得事業 338,220
-
皆　増

特　別　会　計　合　計24,833,55223,158,754 7.2

企　業（水道）会　計 4,504,913 4,191,036 7.5

総　　　　　計 73,298,46569,912,730 4.8

.1%）

基盤整備

円(22.3％)

児童福祉、母子

保護などの施策

　1,021万円

1億2,594万円

4,833万円

　810万円

5,000万円

3,460万円

　180万円

5,625万円

　700万円

　4,316万円

　　　48万円

　　202万円

　3,2日万円

　1,500万円

　4,216万円

　9,644万円

|億9,000万円

IJ度推進）

　　|,104万円

　　8,960万円

　　　30万円

　一人暮らし老人給配食サービスへの補助

　在宅要援護老人対策

☆高齢者住宅改造の助成

　寝たきり老人入浴サービス

☆老人はり・きゅう・マッサージ施術費助成

　一時的保育

　民間保育所運営費

生活保護扶助

<保健〉

　機能訓練

　乳幼児医療費支給

☆10ヵ月児健康診査

　各種検診（健康診査

　訪問指導（在宅療養の指導）

　保健指導（乳幼児健診、相談）

　　　187万円

　｜,500万円

　　　900万円

　　｜,070万円

　　｜,000万円

　　　905万円

13億9,600万円

I8億|,OOO万円

　1,193万円

　8,148万円

　　534万円

|億7,302万円

　1,125万円

☆勤労者向け融資支援（府の融資制度への利子補給）　　147万円

　中小企業（不況対策）　　　　　　　　　　　3,300万円

　中小企業の支援対策　　　　　　　　　　　　　4,382万円

☆水田営農確立対策事業への補助　　　　　　　　　175万円

☆農業後継者の育成　　　　　　　　　　　　　　　180万円

　宇治茶宣伝　　　　　　　　　　　　　　　　　1,000万円

　観光関連施設の整備　　　　　　　　　　　　　｜,480万円

　温泉泉源開発　　　　　　　　　　　　　　　|億3,838万円

　農業用施設、ため池などの整備

☆巨椋池用水対策

　（仮）白川林道の開設

Ｕ一トピア事業への補助

各種スポーツ大会への事業補助

　2,633万円

　　900万円

2億3,750万円

150万円

419万円

　〈同和対策〉

　市民啓発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　594万円

　小・中学校同和教育の推進　　　　　　　　　　　766万円

〈地域づくり〉

☆(仮)南宇治コミュニティセンター建設の用地取得など　　2億円

　集会所建設　　　　　　　　　　　　　　　　　7,291万円

　女性施策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　769万円

　行政総合ＯＡの整備

　国際交流事業

☆(仮)槙島行政サービスコーナーの開設

6,910万円

2,081万円

|,963万円

市民の知恵と活力を生かし

清潔でむだのない市政

新しい観光資源開発と

お茶などの地域産業の振興

基本的人権が尊重される

人間性豊かな地域社会の形成

健康をはぐくみ余暇を充実する

スポーツ・リクレエーションの振興

将
来
を
見
通
し
た
諸
施
策
を

推
進

一
般
会
計

(一般会計のみ、☆印は新規事業）



323

（3）第1019号

　市には、9 事業の特別会計と水道企業会計が

あります。このうち、国民健康保険・公共下水

道・墓地公園事業と水道事業の予算のあらまし

は、次のとおりです。

財
政
の
安
定
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
保
財
政
調

整
基
金
の
運
用
益
Ｍ
ｇ

-
ｒ
ｖ
Ｍ
と
も
に
、
レ
セ
プ
Ｔ
｡
ｓ
ｕ
ｍ

貼
肘
雛

４

ｍ
年
度
竪
の
均
衡
ヽ
こ
…
…
…

　
加
入
者
の
高
齢
化
や

医
療
内
容
の
高
度
化
な

ど
を
背
景
に
、
医
療
費

は
依
然
と
し
て
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は

保
険
料
率
の
改
定
を
行

　
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
七

十
三
億
四
千
七
百
二
十
一
万
円

　
（
前
年
度
か
ら
四
・
四
％
増
）

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

用
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

補
助
対
象
者
を
七
百
人
に
拡
大
。

ほ
か
に
も
、
土
曜
講
座
・
健
康

教
室
の
開
催
や
保
健
婦
の
訪
問

指
導
な
ど
の
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ

ア
タ
ウ
ン
事
業
を
継
続
し
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
促
進
し
ま

す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
五

十
八
億
五
千
五
百
二
十
万
円

　
（
前
年
度
か
ら
七
・
七
％
増
）

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、

昭
和
六
十
一
年
に
宇
治
川
右
岸

の
東
宇
治
処
理
区
で
、
平
成
元

年
に
左
岸
の
洛
南
処
理
区
で
使

用
を
開
始
。
昨
年
十
二
月
末
で

の
普
及
率
は
二
六
・
一
％
に
な

り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
平
成
十
二
年
で
の

普
及
率
五
〇
％
を
目
標
に
設
定

し
、
積
極
的
な
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
特
に
、
桐
島
、
小

倉
、
伊
勢
田
の
関
連
面
整
備
と
、

東
宇
治
四
号
の
関
連
面
整
備
や

東
宇
竺
号
汚
水
幹
線
の
整
備

　
水
道
事
業
で
は
、
四
十
五
億

四
百
九
十
一
万
円
（
前
年
か
ら

　
墓
地
公
園
事
業
で
は
四
億
千

百
九
十
一
万
円
（
前
年
度
か
ら

ニ
ハ
・
六
％
減
）
を
計
上
。

　
こ
の
六
年
度
は
、
墓
地
公
園

の
管
理
棟
と
そ
の
周
辺
の
和
風

庭
園
の
一
体
的
な
整
備
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
四
年
度
の
第
一
期
百

五
十
三
区
画
、
五
年
度
の
第
二

期
四
百
六
十
一
区
画
に
続
く
、

第
三
期
分
の
造
園
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

を
重
点
的
に
進
め
ま
す
。

七
・
五
％
増
）
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
市
の
水
道
料
金
は
、
昭
和
五

十
九
年
度
の
改
定
以
来
据
え
置

い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
平

成
八
年
度
末
に
十
三
億
円
を
超

え
る
累
積
赤
字
と
な
る
見
込
み

で
す
。
こ
の
た
め
、
水
道
料
金

一
八
・
五
％
増
、
加
入
金
二
五

・
一
％
増
の
改
定
を
行
い
経
営

の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
増
え
続
け
る
水
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
第
六
次

新
設
拡
張
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
現
在
未
給

水
地
域
で
あ
る
炭
山
・
二
尾
・

池
尾
へ
の
簡
易
水
道
敷
設
に
向

け
、
調
査
・
設
計
を
進
め
ま
す
。

　〈暮らし〉

　(仮)駐輪・駐車場公社設立準備費

☆公共交通体系の調査

☆高齢者交通安全教育の推進

　自転車放置防止対策

　近鉄伊勢田駅地下駅舎化事業負担金

　J R宇治駅改築の概略設計

　〈道路〉

　道路の維持修繕

　源氏物語散策の道整備

　十一外線交差点の改良

　椛島町54号線の整備

☆新宇治淀線の築造

　下居大久保線の築造

　黄桑公園須留線の築造

　宇治椛島線の築造

　京阪宇治駅前広場の整備

　〈河川〉

　排水路の改良

　河川改修と河川排水路等の維持管理

　名木川の環境整備

〈公園〉

　宇治市植物公園の整備

　　　15万円

　　500万円

　　　90万円

2億2,038万円

|億4,014万円

　　｜,215万円

5億4,206万円

　|億700万円

　8,000万円

l億8,400万円

　　2,400万円

6億7,900万円

　　1,000万円

　|億800万円

7億5,800万円

2億7,720万円

2億5,774万円

　5,310万円

26億6,200万円

宇 治
市　　ｊ

ｌｍｍゴｒ:ご:りニコ

生
活
環
境
基
盤
整
備
を
推
進

公
共
下
水
道
事
業
に
5
8
億
5
5
2
0
万
円

その他

25億8271万円(5.9％)

　大吉山の整備

　五雲峰の緑地保全

　都市緑化きょうとフェア関連事業の開催

　〈住宅〉

　市営小倉中畑団地の建て替え実施設計など

　〈環境〉

　志津川地域コミュニティ・プラン’卜整備計画の作成

　不燃物の処理委託

☆コンポスト購入費の補助

☆ごみ処理基本計画の策定

　〈防災〉

　消防機械器具の整備

　高度救急設備の整備

　専門職員（救急救命士）の養成

〈教育〉

☆小学校情報教育など施設の整備

｜,300万円

　700万円　　:

|,500万円　づ

|,800万円

　｜,020万円

|億7,531万円

　　200万円

　　800万円

6,482万円

4,843万円

　670万円

7,100万円

(小倉小学校の空き教室活用＝地方分権特例制度推進)

　小・中学校、幼稚園の大規模改造

　小・中学校、幼稚園の維持整備

☆小・中学校図書館図書の充実

☆小・中学校道徳教育の推進

☆各小学校ファクシミリの設置

☆小学校情報教育の推進

2億|,700万円

|億7,312万円

　　1,227万円

　　｜,043万円

　　400万円

　　767万円

☆適応指導教室の運営

　私立幼稚園就園助成

　〈市民文化〉

☆生涯学習センターの運営

　生涯学習の推進

　紫式部文学賞･市民文化賞受賞式､源氏ろまん'91開催

　(仮)源氏物語ミュージアム建設

☆宇治十帖古跡の移転整備

　埋蔵文化財の発掘m査

　世界遺産の登録

　〈社会福祉〉

　宇治共同作業所運営

☆重度身体障害者緊急通報装置の扶助

☆重度身体障害者訪問入浴サービス

　民生児童委員活動助成

☆社会福祉施設等振興備品の配付

　社会福祉協議会活動助成

　在宅老人デイ・サービス

☆在宅老人デイ･サービスセンターなどの整備

　(小倉小学校の空き教室活用＝地方分権特仔I雌

　在宅介護支援センターの運営

　家庭奉仕員派遣

☆(仮)西小倉地域福祉センターの建設調査

明日に向かう教育の充実と

歴史にかおる文化の創造

水
道
事
業

墓
地
公
園
事
業

公
共
下
水
道
事
業

439億円の内訳

国
民
健
康
保
険

事
業

特
別
企
業
会
計

7つの基本政策に基づく主な事業と予算額

緑豊かな住みよいまちづくり

長寿社会に対応した　健康で

生きがいのある市民生活



福祉

難聴者耳のこと何でも講座

　[>20日(日)午後1時~4時、総合

福祉会館[〉内容…補聴器の上手な

使い方、利用できる福祉制度、要

約筆記[函福祉総務課(内線2305

かファクス22－7117)。

■難聴者・中途失聴者のボウリン

　グ大会

　[〉27日(日)午後○時半~4時、松

園ボウル(正午から近鉄小倉駅に

出迎えあり)[〉1000円(軽食付き)

　圃はがきに住所･氏名･電話番号

を書き西村篤子さん(木幡南山4

－25)。15日(火)まで圃福祉総務課

(内線2305かファクス22－7117)。

講座

■視覚障害者教室

　C〉21日(蜀午前10時~午後3時、

黄菜体育館(総合福祉会館発午前

９時15分の送迎バスあり)C〉内容

…文化講座｢日月るくいきいきと生

きる｣、引き続き盲人卓球團±

会教育課(内線2516)。15日(火)ま

で。先着30人(介護者含む)。

・城南勤労者福祉会館の教室

　　〈海外旅行のための英会話〉[〉

４月15日~9月９日の金曜、午前

10時～正午E〉1万4500円圃同館

(豊46－0780)。先着25人。

■城南地域職業訓練センターの講座

　圃いずれも同センター(a46－

0588)。

　　<ワープロ初級〉[〉４月８日～

25日の火・金曜ﾐ午後６時半~9

時に〉7800円。〈ワープロ中級〉[〉

４月11日~5月16日の月・木曜、

午後６時半~9時C〉1万1700円。

くパソコン中級･仕入れ販売顧客管

理〉C〉4月17日~6月19日の日曜、

午前９時半～正午E〉1万1700円。

　<パソコン中級・財務会計給与計

算〉l〉4

月17日~6月19日の日曜、

午後１時～3時半I>1万1700円。

募集

市立保育所非常勤職員の登録者
　卜職種･･保母、調理、用務【〉応募資格‥満39歳以下の九保母は

保母資格が必要　圃市販の履歴書

(要写真)に保母希望の人は資格

の写しを添え保育課(内線2324)

へ本人持参で。登録者の中から必

要に応じて選考し、雇用します。

公民館

小倉公民館

サークル交流発表会

３月19日(土)・20日(日)

公民館の登録サークルガ1年の

成果を発表,模擬店もあります

　　圖同館a22-4687

・木幡公民館(032－8290)

　　く国際交流スリランカ講座｢

ようなら日本｣〉c〉19日出午後１

時半3時半Ｄ講師…京都大学農

学博士･チットラ･ウェンダコーン

さんじ〉内容…スリランカの紹介、

ビデオ上映[函同館かスリランカ

友の会事務局・今村さん(S32－

2771)。

一第８回宇治公民館まつり･

－すてきな出愛ふれあい広場－

　３月12日出・13日(日)

展示・発表･バザー・お茶会

模擬店・アニメビデオ上映ほか

　　圃同館a21 －2804

スポーツ

・トレーニング機器実技講習会

　E〉19日(土)、午後1時～と3時半

～の２回。黄槃体育館C〉対象…15

歳以上の人(中学生は不可)。各

先着30人r〉1000円[S13日(日)午前

９時から同館へ直接。顔写真(３

Ｆ×2.5r)1枚が必要。圖同館

(き33－4001)。

・市民歩こう会　　∧

　t＞i3日(日)午前８時半宇治公民館

集合。雨天時は20日(日か行き先…

青谷薦林方面、約10キロ[〉昼食・

雨具は持参。交通費自己負担圖

木村さん(S21－3533)。

お知らせ

・東宇治・広野中学校運動場の夜

間使用登録

　圃l4日(月卜18日金に、各中学

校開放運営委員会(東宇治S32

－2131、広野■S44－3866)。[〉利

用期間…４月１日～11月30日、午

後6時半~9時半[〉東宇治=30分

間全面1500円･半面750円、広野＝

30分間100〔〕円E〉対象…東宇治＝宇

治川右岸地域の小学校区か北槙島

・槙島・菟道の各小学校区内に住

む10人以上の団や民広野＝その他

の小学校区内に住む10人以上の団

依

・宇治市少年少女合唱団

　定期演奏会

　レ20日(日陛後１時半開演、文化

センター大ホールD〉曲目…どんぐ

りころころ、ミュージカル・ふし

ぎの国のアリスほか圃文化観光

課(内線2223)。

■レクリエーションフエスティバ

　ル｢この指とまれ」

　E〉13日(日)午前10時～午後3時、

宇治小学校Ｄ内容…工作､ゲーム。

昼食あり　圖市民体育課(内線26

21)。

■市民茶香服大会個人戦

　[〉20日(日)午後6

時半～、宇治公

民館[〉300円困市茶業青年会長

・辻村さん(S21－2258)、洛南

タイムス社022－2426)、城南

新報社024－1221)｡19日出ま低
｜

　雪のため延期し、ご迷惑をお掛

けしました。c〉18日金午後1時15

分～、文化センター小ホール圃

中央公民館(S20－1411)。

　【訂正】３月１日号２面市政功労

者の記事中、田島忠夫さんは火災

共済審査委員の誤りでした。おわ

びし、訂正します。

　2月27日【日】の第11回宇治川マラソンには、北は山形

県､南は福岡県など府外からも大勢のランナーが集合。

吹く風はまだ冷たいものの、時折差し込む光に春の訪

れを感じながら、懸命に走っていました。

宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
に
３
２
０
０
人
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　国民健康保険

半日人間ドック受け付けます

問い合わせ 国民健康保険課（内線2265）

▽
対
象
・
：
受
診
時
に
宇
治
市
国

民
健
康
保
険
に
１
年
以
上
加
入

し
て
い
て
、
入
院
中
や
妊
娠
中

で
な
い
3
5
歳
以
上
の
人

▽
実
施
期
間
・
・
・
４
月
1
8
日
側
～

６
月
3
0
日
㈲
（
土
・
日
曜
、
休

日
籐
く
）

▽
定
員
・
申
し
込
み
期
限
…
４

月
分
＝
5
0
人
・
３
月
3
1
日
俐
、

５
月
分
＝
１
１
０
人
・
４
月
2
0

日
出
、
６
月
分
ふ
Ｊ
人
・
５
月

1
3
日
吻

▽
自
己
負
担
額
…
女
ヰ
‥
１
万

2
6
7
0
円
、
男
性
１
１
万
1

7
4
0
円

’
▽
受
診
機
関
・
：
京
都
第
一
赤
十

字
病
院

▽
申
し
込
み
…
保
険
証
と
印
鑑

を
持
っ
て
国
民
健
康
保
険
課
へ

　
（
先
着
順
）
。

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
安
全
で
　
　
相
談
は
無
科
。
気
軽
に
ご
利

快
適
な
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
た
　
用
く
だ
さ
い
。

だ
く
た
め
、
市
で
は
高
齢
者
向
　
▽
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
明
星
園
在
宅

け
の
住
宅
改
造
相
談
を
始
め
ま
　
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
菟
道
岡

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
）

　
相
談
で
は
宇
治
明
星
園
在
宅
　
▽
相
談
日
…
毎
月
第
４
木
曜
、

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
任
職
　
午
後
１
時
半
１
４
時
半

員
が
補
助
制
度
や
融
資
制
度
を
　
▽
申
し
込
み
・
：
同
セ
ン
タ
ー

紹
介
す
る
ほ
か
、
社
団
法
人
京
　
（
a
2
3
・
7
8
8
0
）
へ
電
話

都
府
建
築
士
事
務
所
協
会
城
南
　
で
予
約
を

支
部
の
建
築
士
が
専
門
的
な
こ
　
▽
問
い
合
わ
せ
…
市
役
所
長
寿

と
に
も
お
答
え
し
ま
す
。
　
　
　
社
会
対
策
課
（
内
線
2
3
1
6
ｙ

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を

高
齢
者
住
宅
改
造
相
談

　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
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　 　 ｅ ｅ

「
白
川
金
色
院
・
旦
椋
遺
跡
の
発
掘
成
果
」
、

「
平
等
院
の
発
掘
成
果
」
＝
教
育
委
員
会
職
員

「
世
界
と
日
本
の
考
古
学
」

　
―
古
代
学
研
究
所
教
授
・
川
西
宏
幸
さ
ん

入場無料

平
安
建
都
千
二
百
年
記
念

第
9
回
宇
治
市
発
掘
調
査
報
告
会

　
市
で
は
、
三
月
定
例
市
議
会

に
、
今
年
四
月
か
ら
水
道
料
金

を
平
均
一
八
・
五
％
引
き
上
げ

る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
、

宇
治
市
水
道
事
業
給
水
条
例
改

正
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

　
市
の
水
道
事
業
は
人
口
の
増

加
な
ど
に
よ
る
水
需
要
の
増
加

に
対
処
す
る
た
め
、
六
次
に
わ

た
る
拡
張
事
業
を
実
施
。
安
全

な
水
道
水
を
安
定
し
て
皆
さ
ん

に
お
届
け
す
る
た
め
、
施
設
の

整
備
・
拡
充
に
努
め
て
き
ま
し

水道料金を改定します
４月から平均18.5％引き上げ

た
。
　
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
で

す
が
、
そ
の
経
営
は
、
前
回
昭

和
五
十
九
年
四
月
の
料
金
改
定

以
来
、
平
成
三
年
度
ま
で
は
順

調
に
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
四
年
度
決
算
で
は
九
年

振
り
に
八
千
万
円
の
単
年
度
赤

字
に
転
落
。
更
に
、
五
年
度
の

単
年
度
赤
字
は
四
億
円
近
く
に

も
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
赤
字
の
原
因
に
は
、

収
入
の
面
で
は
、
大
き
な
割
合

を
占
め
る
料
金
収
入
の
伸
び
が

鈍
化
し
た
こ
と
、
景
気
が
低
迷

す
る
中
、
加
入
金
や
受
取
利
息

が
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
支
出
面
で

は
、
職
員
増
を
抑
え
事
務
事
業

か
外
部
委
託
す
る
な
ど
効
率
的

な
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

施
設
の
維
持
費
、
減
価
償
却
費

な
ど
の
経
常
経
費
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
市
の
供
給

量
の
六
五
％
を
占
め
る
府
営
水

道
の
買
い
入
れ
価
格
が
四
年
十

月
、
二
〇
・
八
％
値
上
げ
。
そ

の
結
果
、
給
水
原
価
と
供
給
単

価
の
差
が
拡
大
（
左
下
表
の
と

お
り
）
し
、
経
営
が
大
き
く
圧

迫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
六
年
度
か
ら
の
三
ヵ

年
の
財
政
見
通
し
で
は
、
現
行

の
料
金
を
据
え
置
い
た
場
合
の

累
積
欠
損
金
は
、
八
年
度
末
に

は
約
十
三
億
四
千
万
円
に
も
達

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
ラ
し
た
状
況
か
ら
、
市
で

は
水
道
事
業
の
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
、
五
年
五
月
に
水
道
事

業
懇
談
会
を
設
置
。
知
識
経
験

者
や
市
民
の
代
表
な
ど
十
一
人

の
委
員
に
審
議
を
お
願
い
し
、

1 ㎡当たり給水原価・供給単価の推移

卜 か3 紅 ２ ３ ４

　　　　　(円)

供給単ｲ面
106.4 106.5 106.7・106.4 105.1

　　　　　(円)給水原価
116.6 120.1 121.9 126.2 128.1

　　(円)
差 △10.2 △13.6 △15.2 △19.8 △22.0

本
紙
四
月
十
一
日
号
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
水
道

部
総
務
課
（
内
線
5
0
0
2
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
こ
の
提
言
を
尊
重
し
、

現
在
開
会
中
の
三
月
定
例
市
議

会
に
、
四
月
か
ら
水
道
料
金
を

平
均
一
八
・
五
％
、
水
道
加
入

金
を
平
均
二
五
・
一
％
引
政
王

げ
る
条
例
改
正
案
を
提
案
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
更
に
経
営
の
合

理
化
に
よ
っ
て
健
全
な
事
業
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
提
言
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
安
全
で
お
い
し
い

水
を
供
給
す
る
た
め
に
も
、
財

政
基
盤
の
ぽ
立
を
図
る
必
要
が

説
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
当

面
の
経
営
の
安
定
化
、
具
体
的

に
は
六
年
度
か
ら
の
三
ヵ
年
に

つ
い
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

る
た
め
に
は
、
一
九
％
程
度
の

料
金
引
章
エ
げ
が
必
要
と
し
て

い
ま
す
。

３月 1 9 日 出 午 後 2 時
～ 4 時 半

文 化 セ ン タ

ー

小 ホ

ー

ル

　 ●●●●●●●¶●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

圃社会教育課 ( 内 線 2 5 1 7 )

3月定例市議会に提

案中

宇治市高齢者生活実践発表会

情報
BOX

カメラで
おじゃま
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